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私の履歴と薬学部教育 

 私が京都大学薬学部を卒業したのは 1981 年で，その後大学院へ進学したが，薬剤師免許は

運よく卒業時に取得できたため，大学院の 5年間は夜間に病院薬剤師のアルバイトを続けた。

学部生の頃から病院の調剤補助のアルバイトは行っていたが，免許を取った時から時給が急に

上がって嬉しかったのを今でも覚えている。時給は変わっても，ほとんど同じ仕事で，狭い調

剤室で薬を調剤して小さな窓から番号を呼んで患者さんに渡す…時間のある時は約束処方の胃

薬をせっせと作っていた。その当時の薬学部は（特に京大はそうだったのかもしれないが）処

方箋を見て薬を調剤するという実習はほとんどなく，その物質の薬理的な効果は勉強したが

個々の医薬品の臨床上の標準的な治療法を学んだ覚えがない。個々の医薬品の臨床での使い方

は現場（私の場合はアルバイトの病院）で先輩薬剤師に教えていただいて身に付けてきたよう

に思う。その当時の講義中心の薬学部や大学院の授業は，ほとんど記憶にない。京大在学中に

その後の人生で一番役に立ったのは，「研究」の基礎訓練を積ませてもらったことと，シグマ

という学習サークルで多くの先輩から社会問題や医学，薬学の知識を学んだことである。サー

クル活動で他大学の学生や先生方と交流したことで視野が広がり，自主的に勉強した薬害や糖

尿病などの知識は，その後薬局薬剤師の時だけでなく，大学教員になってからもとても役に立

った。自主的にグループで勉強するという今なら当たり前の学習方法を大学時代から体験でき

たのは私の宝物である。 

 国公立大学を私と同じような年代で卒業された方は，製薬企業や公務員あるいは大きな病院 
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